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新潟地震による河川堤防の被害
に い が た

昭和39年6月16日午後1時2分

新 潟 地 震 発 生 マグニチュード7.5、最大震度5、震源は新潟県粟島南方沖40km（震源の深さ34km）
新潟地震では、死者26名、家屋全壊1,960棟、家屋半壊6,640棟、家屋浸水15,298棟の甚大な被害を生じました。また、この地震により阿賀野川中流部から下流部では、液状化現象が発生し、堤防

5.75km、護岸7.7km、特殊堤0.9km、水制11ヶ所・樋管1ヶ所、水門2ヶ所等の河川構造物に陥没・沈下・亀裂が生じました。5.75km、護岸7.7km、特殊堤0.9km、水制11ヶ所 樋管1ヶ所、水門2ヶ所等の河川構造物に陥没 沈下 亀裂が生じました。
地震発生から約15分後に発生した津波の第一波は、津波高さが４ｍまで達したともいわれています。

①阿賀野川を遡上する津波（左岸３.０ｋ：新潟市一日市） ②堤防亀裂と陥没 （左岸１.０ｋ：新潟市下山） ③大浜特殊堤の被害 （右岸０ｋ：新潟市松浜）

津 波

川の流れ

▼撮影箇所
④ 堤内地の浸水状況

（左岸１.０ｋ：新潟市下山）
⑤ 通船川水門取付堤防の亀裂
（左岸１.５ｋ：新潟市津島屋）
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河口部堤防耐震対策事業

阿賀野川河口部の低平地に位置す
る新潟市では、液状化現象により、
堤防が沈下・破壊した場合、津波や
洪水が堤防を乗り越え、市街地が浸
水する恐れがあります。

こうした被害の軽減・防止を目的
に、阿賀野川河川事務所では、河川
堤防等の耐震対策工事に平成23年
度から着手し、平成26年度に完了
しました。

凡 例

平成26年度完成

平成25年度完成

平成24年度完成

対策不要区間

① 鋼矢板圧入工法

② 砂杭工法

③ 地盤改良工法



阿賀野川の堤防の特徴

阿賀野川は蛇行を繰り返し大正時代の大規模な河川改修を経て、現在の流れとなりました。そのため、旧河道跡（昔、川が流れて

いたところ）が複雑に残っており、平成23年7月新潟・福島豪雨出水でも多くの漏水被害が発生しました。

そこで、旧河道跡・漏水箇所などの堤防の危険性に配慮した、整備優先順位を設定し、鋭意、浸透対策工事を進めています。

＜月の輪工（法尻漏水防止）＞ ＜釜段工法（法尻漏水防止）＞＜釜段工法（基盤漏水防止）＞ ＜月の輪工（法尻漏水防止）＞ ＜釜段工法（法尻漏水防止）＞＜釜段工法（基盤漏水防止）＞
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に対して河川の水や降雨が浸透
し、堤防のり尻や堤防付近の地
盤から湧出する現象で，堤防破
堤などの原因になる非常に危険
な現象です
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＜月の輪工（法尻漏水防止）＞堤防背面法先部からの漏水状況 【凡例】

○ H23.7漏水箇所：浸透対策工事済

● H23 7漏水箇所：浸透対策工事 (実施中)

L19.0k付近L6.0k付近

● H23.7漏水箇所 浸透対策工事 (実施中)

● 今後の浸透対策実施箇所（予定）

浸透対策済区間（実施中含む）



阿賀野川で行っている浸透対策工事

阿賀野川では、堤防の土質条件や洪水外力を想定したシミュレーションを行い、浸透対策工法を決定しています。
主に堤体盛土内に浸透した洪水や降雨に対する対策と、地面の中の浸透してきた水に対する対策を行っています。

堤防盛土に
対する対策工

※堤防の材料に ゆる

遮水シート
堤脚水路

堤防
（ゆるい砂など）

※堤防の材料に、ゆる
い砂分が多い場合等

【採用箇所】
沢海地区

ドレーン工

鋼矢板
・沢海地区
・六郷地区
（ドレーン工のみ） ①遮水シートや、鋼矢板で河川水の浸透を減らす。

②ドレーン工で浸透水を排水する。

基礎地盤に基礎地盤に
対する対策工

※基礎地盤に砂分が多
く 浸透しやすい

鋼矢板

堤脚水路

く、浸透しやすい

【採用箇所】
・蔵岡地区

ドレーン工

①鋼矢板で河川水の浸透を減らす

基礎地盤

（砂分が多い）①鋼矢板で河川水の浸透を減らす。

②ドレーン工で浸透水を排水する。

（砂分が多い）


